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資料
昭和60年度修士論文要旨
（教育学）
今日ほど教育の問題が全社会的な課題として、
さまざまな角度から論じられている時代はない
のである。それは、とりもなおさず、教育の現
状をよりよい方向に改善するための激しいあが
きでもある。しかしながら、あがきをあがきに
終らせず、未来への展望を開くには、現状を直
視し、さまざまに対応すると同時に、そのよっ
てきた歴史的背景を知ることが必要だと思われ
る。
このようなことを問題意識として、私は"韓
日両国のキリスト教主義女性教育の歴史につい
て，，比較考察を試みたのである。
事実的に両国の開化期においてキリスト教精
神と宜教師たちの学校教育 (for~aleducation) 
は儒家的な封建社会の両国の女性たちに自己批
判と自我反省の精神を芽ばえさせ、又、そこで
目覚めた両国女性たちは、女性運動においても
輝かしい活動をするのである。しかし、たとえ
それが、欧美各国の女性運動に比べれば、後進
であり、貧弱であっても、それなりに、韓国的、
あるいは日本的女性運動を展開していき、戦後
の本格的な女性運動の基礎になったのである。
そういう意味においても、韓日両国の開化期
においてキリスト教主義女性教育が、"開拓者
の栄興＂を占めたとも言えよう。
伝統的儒教社会の教育機関は、主に男性のた
めの教育機関であった。これは、韓国の季朝時
代 (1392-1910)と日本の徳川幕府時代 (1603
-1868)に限られたことではなく、その前代に
おいても同じであった。このような社会的状況
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の中で、 19世紀末に宣教師たちが、韓日両国に
キリスト教と共に民主主義思想を伝えたのであ
る。
宣教師たちは、当時、両国社会の伝統的な儒
教的、身分的価値感と社会体制に対して、一つ
のプロテスクント的な使命を持って、キリスト
教主義女学校を設立したのである。
＂開拓者の栄興＂を占めたということは、第
ーに、キリスト教主義女性教育機関が、官立や
一般私立の女学校よりも、時間的にみると先に
設立され、結果として新教育の一つの模型を提
示することになったのである。第二に開化の朝
を迎えながらも、なお従来の没人格待遇からの
がれない両国の開化期女性たちに、キリスト教
精神に基づいて人間尊厳の新しい教育観を与え、
人間平等の覚醒をうながしたことである。
そのような女性教育は、両国において、宣教
の召命と女性教育の使命にもえるアメリカ婦人
宜教師たちと、一部開化思家たちの努力によっ
て、開化開国の方法として受容されて行われた
のである。
しかしながら、それを支える教育政策的なも
のがなく儒教的伝統の制約と女性教育の不在の
前近代的社会風土であった故に、「伝統と改革」
「保守と進歩」の葛藤の中で、その普及が遷延
された。具体的には、韓国最初の女学校である
梨花学堂で、最初に入学志願者を券集した時、
一人の学生も来なかったことや、日本の場合、
横浜の共立女塾にはじめて現われた入学志願生
が男性であったことから当時の社会風土をかい
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まみることができよう。その後、官立女学校が
出現したが、それは両国において同じく約20年
後のことであった。
女性教育に、最初の熱意を見せたのは、韓国
の場合、キリスト教受け入れにおいても同じで
あったが、家庭環境に恵まれない貧しい中・下
．層階級か、権力から疎外された地方民であった。
日本の場合は、脱落士族や没落地主のような中
・上階層であった。そのため、キリスト教は、
韓国においては農村と地方の大衆に浸透してい
たが日本においては都市中心に、知識階層へ浸
透したのである。
このようにキリスト教受容が、両国において
違う経緯をたどったことは、両国の開港経緯と
その後の開化に対する態度の相異点によるもの
であった。開化期の日本は開化を外侵への対応
策として積極的に欧美化したが、韓国はとま
どっていたのであった。日本は西洋の文物を時
急に取り入れ、軍隊を近代化し、経済の資本主
義をすすめた。そして外侵によって失ったもの
を、政治情勢が不安定な隣国、韓国への侵略に
よって補なおうとしたのである。彼らは英語を
習う目的でキリスト教を信仰しはじめる者が多
かったが、韓国の場合は、日本が強要する開化
を侵略と関連づけて考えなければならなかった
のである。そして、新文明を輸入するものので
きるだけ日本を通してではなく、アメリカから
直接、受け入れることを願ったのであろう。
当時の韓・美・日、三角関係において、アメ
リカは日本に対して比較的柔軟な加圧者であり、
積極的な宣教国であったが、韓国に対しては消
極的であった。これに反して、日本は、韓国に
対する領土的野心にもえていた。このような事
情は、キリスト教宜教においても、全く同じで
あった。一言で表現するならば、日本宣教は、
門の前に立って、その門が開くことをひたすら
待っていたことに対して、韓国に対しては、か
えって、招くことを待っていた状況であった。
日本に派遣されたアメリカ宣教師は、学問も深
ければ、宣教経験も豊富な老練した者が多かっ
たが、韓国には経験の少ない若い者が多かった
のである。
そのようなキリスト教を伝道する側や受け入
れる側の事情の相違から両国におけるキリスト
教主義女性教育の進展の様相が、全く異って現
われることになったのである。すなわち、韓国
においては、女性教育機関が主に初・中等教育
に置かれたことに対して、日本では、中・高等
教育に比重がおかれていた。このようにして女
性教育の基盤がある程度安定して、今後の教育
の発展が望み得る時に、韓国においては、清日
戦争の被害をこうむった。そして、その後16年
間は、国恥的悲運に抗する民族的大覚醒の時期
であった。日本においては、不平等条約改正を
めざした一時期であり、外飾的ではあったが、
鹿嗚館欧化政策の時代であった。その時期、キ
リスト教主義女性教育もキリスト教の布教化向
と同じく、韓国においては農村大衆化されて
いったし、日本においては、さらに、都市上層
化されていったのである。
日本軍国主義の教育弾圧は、 1890年の教育勅
語からはじまる。儒教倫理を絶対主義の精神的
支柱としていた文部省は、再び女性教育に対し
て良妻賢母主義を協調していたのであった。
そして、キリスト教主義学校に対する弾圧は、
1891年の内村鑑三の勅語拝礼躊躇事件を契機と
して露骨化された。 1899年の文部省令第12号は、
聖書と礼拝を正規授業から除くことを厳命し、
神社参拝と官域遥拝を強要するものであった。
そのような反キリスト教的国策に対して、最
後まで対抗し、信仰を貫徹したキリスト教信徒
もなかったとは言えないが、日本のキリスト教
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界のほとんどは、国粋主義の圧迫に耐えること
ができず、前日の鋭利な批判力と不屈の闘争力
も弱まり、最後には、日本的倫理に妥協するこ
とによって、キリスト教を変質させてしまった
のである。これに比べて韓国の場合は、強力な
姿勢を取って、特に、長老派においては、廃校
や投獄も恐れず、殉教的な路を選んだのである。
しかしながら、ここで特筆すべきことは、日
本のキリスト教界の中で女性指導者たちは、周
囲の状況にもかかわらず、信仰の純潔を守って
いたという驚くべき事実である。
例えば、津田梅子は、年俸800円の華族女学
校教官の職務を辞して、 1892年、キリスト教徒
が圧迫される中で,,日本に欠乏されたものが2
つあるが、その一つはキリスト教であり、もう
一つは、教育，，であると主張した。そして、徹
底したキリスト教主義女性高等教育機関を、苦
難に耐えながら創設した。安井てつも、 1919年、
国家主義体制のもとで監視を受けながら、”祈
りを通じて行われるべき神聖な事業，，だとして、
教育に献身したのである。河井道ほ、 1929年の
軍国主義が強化される中で、福音主義恵泉女学
校を設立し、女子学院の三谷民子、同志社の松
田道も、神社参拝などに参加せずに信仰の純潔
を守ったのである。実にこの事実は、 1859年横
浜に来た東洋伝道に多くの経験を持つ宜教師で
あるBrownの”日本女性を教育することは、日
本をキリスト教化することである，'との言葉が
意味するところであろう。
以上のような教育運動以外にも、韓国キリス
ト教主義女性たちは、日本軍国主義の苦難の下
で、人権を国権的抗争運動を通じて求め、日本
女性たちは、廃娼運動を通じて女権を求めて戦
争まで運動を続けたのである。
勿論、このようなキリスト教主義女性運動だ
けが、戦前の女性運動の全てではなかった。そ
の他にも多くの女性運動が、教育・社会・文化
・政治・経済・労働・医療など、それぞれの分
野において展開された。たしかに、キリスト教
主義女性教育だけが、そのような女性運動の素
地を提供し、推進力を供給したのではない。し
かし、そのすべての女性運動の低に流れる運動
の理念は、人間の尊厳性を崇尚するキリスト教
精神であった。このように両国開化期のキリス
ト教主義女性教育は、両国女性の心の奥深くま
で直接、間接にその精神を与え、さらにその精
神が、両国の戦後の女性運動に、はっきりした
目標と善なる方法を与えたことは事実であると
言えよう。
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